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はしがき

本報告書は，平成16年～平成17年度に文部科学省研究費補助金の

交付を受けて行った「出産教育における指導者と参加者の相互作用と

エ ン パ ワーメントに関する研究」の成果報告である。

施設での出産が主流を占める中，女性は安全性を最優先する医療管

理の下で，本来備わっている産む力を十分発揮できずにいると言われ

ている。 こういった背景の中で自然分娩への回帰がおこり，女性は自

分らしい満足できる出産を求め て 動 き 出 し て い る 。 出 産 教 育 で は ， 従

来の知識 提供型から参加者自らが学習し主体的に行動できるような

参加学習型へとパラダイム変換が 起こ って いる 。そ して ，自 らの 力を

取り戻し，妊娠生活をよりよく 過 ご す こ と が で き 満 足 な 出 産 体 験 が で

きるように女性のエンパワーメントヘの支援が注目されるようにな

った。

本研究では，出産クラスの中で 参 加 者 の エ ン パ ワ ー メ ン 卜 に つ な が

る出 産教育の示唆を得るために ， 出 産 教 育 者 が と ら え て い る エ ン パ ワ

ーメントとその働きかけに焦点を当てて検討した。今回，調査にご協

力いただいた施設は高度医療機 関 と い う 特 色 が あ り ， そ の 中 で 出 産 教

育者は，よりよい出産クラスを目指して試行錯誤し日々努力をされて

いた。本研究の結果は，このよ う な 特 定 の 限 ら れ た 対 象 か ら 得 た も の

ではあるが，女性のエンパワーメント支援への一資料となることを願

っている。調査にご協力いただいた関係者の皆様に心より感謝申しあ

げます。
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2006年5月

研究代表者亀田幸枝
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I．はじめに

出産教育は，妊婦やその家族が妊娠によってダイナミックに変化す

る心身や環境の変化に適応しながら親になっていく過程を支えるも

のである。出産教育者には，妊婦がwell-beingな妊娠生活をすごし，

満足な出産を体験できるように支援することが求められている。1990

年代ごろより健康教育の領域では，従来の知識提供型から参加学習型

へとパラダイムシフトが起こってい る。 健康 は個 人自 らが 獲得 して い

く もの であるという考え方が浸 透 し ， 出 産 教 育 で も 妊 婦 の エ ン パ ワ ー

メントを支援することへの関心が高まっている。

エンパワーメント支援をする上で ， 出 産 教 育 者 が エ ン パ ワ ー メ ン 卜

を的確に捉えることは重要なことと思われる。看護学領域におけるこ

れ ま で の概念分析の研究からは ， エ ン パ ワ ー メ ン ト は 多 次 元 で 多 様 な

特性をもつ概念であると言われており(Gibson,1991;Skelton,1994;

Rodwell,1996;野嶋,1996),また，文脈に密着した概念であるために

文化の影響を受けやすく，その現れ方や意味は異なることが示唆され

ている（野嶋，1996)。つまり，出産教育でエンパワーメン卜の概念を

用いる際には，その文脈の中でエ ンパ ワー メン トが どの よう に現 れて

いるかを把握する必要がある。出産教育とエンパワーメントに関する

先行研究は非常に少なく，そのうえエンパワーメントの定義や指標を

明確に示したものは極わずかである。三橋（2000）は，妊娠・育児期

にある女性を対象にインタビューし，妊産婦クラスの意味を明らかにし

た。その語りの内容は，妊産婦のエンパワーメント指標として示唆を

与えているが十分とは言いがたい。

一方，出産教育に関連したエンパワーメン卜支援に関しては，いく

つかの報告がみられる。三橋（2000）は，出産領域の看護ケアシステ

ムの変革とネットワーク化を行い，少人数・担当制の妊産婦クラスが，女

性のエンパワーメントを支援する有効なシステムであることを示してい

る。柳吉（2004）は，助産院で行われている妊婦健診場面の参加観察と

妊婦へのインタビューから，妊婦をエンパワーメントするケアの特性に

ついて述べている。エンパワーメントの概念定義が不明瞭ではあるが，

このケアの特性は妊婦のエンパワーメント支援という観点からは共通す

るものと推察される。しかしながら，これらの研究からは，妊婦のエン
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パワーメントを促すために，クラスの中で出産教育者がどのような関わ

り方をしているのかは明らかにされていない。

なお，本研究で用いる出産教育とは，妊婦やその家族が出産に向け

て心身や環境の変化に自らの力を発揮できるような働きかけをする

出産準備教育のことである。

Ⅱ、研究目的

小集団を対象に行っている出産教育における参加者のエンパワー

メント支援の示唆を得るために，以下の2点を明らかにする。

1）出産クラスの中で参加者に生じているエンパワーメントについ

て，出産教育者がどのようにとらえているのか，その指標を抽出

する。

2）出産クラスの中で参加者にエンパワーメントが起こるように，出

産教育者はどのような働きかけをしているのかを明らかにする。

Ⅲ、研究方法

1．用語の定義

国内外の文献をもとにエンパワーメン卜の概念分析を行い，本研

究で用いる出産教育におけるエンパワーメントについて定義した。

2．データ収集と手続き

1）研究対象

A施設で出産教育を企画・運営する助産師

2）データ収集と分析

半構成的面接調査を行った。面接内容は，面接導入時に対象者の

背景（年齢，臨床経験，出産教育経験，エンパワーメントの理解の

程度など）を聴取した後で，エンパワーメントの定義について説明

し，「参加者にエンパワーメン卜が起こっていると感じた状況や様

子」，「参加者にエンパワーメン卜が起こるようにどのような働きか

けをしているか」などを中心に質問した。面接内容は，対象者の承

諾を得てテープ録音または面接内容を記録して逐語録を作成した。
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内容の類似性と差異性を検討しながら，研究目的に関する内容を抽

出し，抽象度を高めカテゴリー化した。分析は，出産準備教育の経

験がある助産学研究者3名で行った。

3）調査手続き

研究の対 象 と な る 助 産 師 が勤務する病院施設の看護責任者なら

びに担当部署の責任者に，研究の主旨・研究方法を文書で説明した。

さらに， 看 護 業 務 に 支 障 を 来たさないように配慮することを口頭で

説明し承諾を得た。その上で，面接対象となる助産師に同様の内容

を文書と口頭で説明し，研究協力を依頼した。

4）倫理的配慮

対象者には，研究協力は自由意思であり研究に参加しない場合や

中断する 場合であっても本人に不利益を生じないこと，面接時にはプ

ライバシーが確保されるように配慮すること，データ管理や学会等に

公表する場合にはすべて匿名とし個人が特定されることがないよう

に細心の注意を払うことを説明して承諾を得た。なお，本研究は，金

沢大学医学系研究科等医の倫理委 員 会 の 承 認 を 受 け て 実 施 し た 。

Ⅳ、研究成果

1．エンパ ワー メン トの 概念 分析

本研究では，エンパワーメントの主体を妊婦とし，出産教育の中で妊

婦に生じているエンパワーメントについて検討した。まず，エンパワー

メントの語源と用語が使用された経緯を概観した。次に，看護学領域で

用いられているエンパワーメントの概念について検討し，その後，出産

教育の文脈におけるエンパワーメントの概念を分析した。

1）「エンパワーメン卜」の語源と辞書による定義

exnpowerlnentは,em(…を与える)+power+ment(名詞を作る接

尾語）から成る。emはenの変形であり,enには“～の中に”または“～

にする”という意味がある。したがって,empowerは,"内なるパワー

を出す”“パワーを増強する”という意味となる（中村，2004)。この

パワー(power)にはcontrol,political,right/authority,strongcountry,

influence,strength,naturalabilityなどの意味が含まれている（表1,
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ロングマン現代アメリカ英語辞典）。ジーニアス大英和辞典では，

empowermentは①権限を与えること，②（少数派集団への）政治権力

の強化，③（従業員の）自由裁量の増大，と説明している。英辞朗では，

①権限を持たせること，権限付与，権限委譲，②女性が連帯して）力を

つけていくこと，権利拡大，③力をつける［与える］こと，④励まし，

やる気を起こさせること，自己啓発と説明している。広辞苑（1998）に

は ， エ ンパワー，エンパワーメントの説明はなかった。

2）エンパワーメン卜の用語の経緯

中村（2004）は，心理学・教育学・経営学や組織心理学を中心に広範

な領域から，エンパワーメントの用語の経緯について次のように述べて

いる。エンパワーメントという用語は，「公的な権威や法律的な権限を与

えること」という意味で，17世紀に法律用語として初めて用いられた（久

木田，1998)。その後，1970年代以降，アメリカにおいて様々な領域で

用いられるようになり，日本で用いられるようになったのは1990年代

以降である（森田，1998；小田，1999)。現在，この用語が使用されて

いる分野は》人権運動・ジェンダー・国際協力・地域開発・組織論や経

営学・ソーシャルワーク・教育・コミュニティ心理学・保健医療・健康

教育など，多岐に渡っている。健康教育の分野では，ブラジルの教育学

者Freireの考え方をもとに,Wallerstein&Bernstein(1988)がエン

パワーメント教育を提唱した。吉田（1998）によると,Wallersteinら

はエンパワーメントを「コミュニティやより広い社会において，自分た

ちの生活を掌握していくことへの，人々や組織やコミュニティの参加を

促進していくソーシャルアクションの過程」と定義している。保健医療

分野や健康教育の分野では，このWallersteinらの提唱を契機として，

1980年後半以降，エンパワーメン卜という用語が意識的に使用されてき

た（中村，2004)。

看護界では，1990年代以降，アメリカにおいてエンパワーメントの考

え方がまず看護管理の領域で導入された。看護管理的な側面から医師と

の対比の中で看護師をエンパワーメントしていく，つまり看護者自身の

自律性や決定権が保証されるような組織作り，看護管理のあり方，リー

ダーシップのとり方などを考える際に必要なものとしてこの概念が導入
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された。その後，看護の働きかけのあり方としても注目され，患者がコ

ントロール感を獲得していくようにどのようにアプローチしていくか，

すなわち，エンパワーメン卜をもたらす看護の展開方法が論じられるよ

うになった。その社会的背景には，慢性疾患の増加や患者の権利という

考え方の台頭によって，患者も医療に参加する立場であり，また医療の

消費者であるという考え方が普及してきたことがある(Strauss,1987;

宗像，1993)。

3）看護学領域におけるエンパワーメン卜の概念分析に関する研究（表2）

PubMedとScopusを用いて,｢empowermentandconceptanalysis」

の用語でintitle/Ab,English,Humansの制限をかけて1960-2005年

の文献検索を行った結果，9件の論文がHitした。そのうち入手できた

7件とエン パワーメントについて述べている論文3件を加え，計10論文

について検討した。

社会心理学，政治学，倫理学の分野を含めてエンパワーメントの概念

分析をしたGibson(1991)は，その定義を「人がその自身の持ってい

る力を発揮し，その人の望むよう に生活や状況をコントロールしたり，

決定できるようになることを支援する過程」としている。エンパワーメ

ントの特性を複合的，多次元的なものととらえ，患者に関連する特質，

患者と看護者間の関わりの特質，看護者に関連する特質から生み出され

る力動的な過程と述べている。Ryles(1999)は，エンパワーメントの

特性を実現可能 なも のに 気づ くことからはじまる連続性と述べており，

エンパワーメントは連続したプロセスでもあることが示唆される。看護

教育の分野で概念分析をしたHawks(1992)は，「その人（あるいは社

会）が目的を設定し到達できるように，その人の能力を育成し高めるた

めのツールや資源，環境を提供するプロセス」としている。Rodwell

（1996）は，「パートナーシップの中で，自身の生活についてコントロ

ールしたり 意思決定するための選択が可能になる過程」としている。ま

た,Ellis･Stole(1998)は，「ナースとクライエントとの関係の中で，

poorな健康行動を変えることを目的とした積極的な学習と適応過程」と

定義している。これらの文献からは，ケアや教育を実践する者の視点と

それを利用する者の視点という違いはあるが，エンパワーメントは患者
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と看護者の相互作用を基盤とした連続的なプロセスととらえることがで

きる。

一方,Hawks(1992)はエンパワーメン卜が生じるsettingには二者

関係，小集団，組織，コミュニティ，社会があると述べており，このsetting

を考慮す ることが重要であると指摘している。ヘルスプロモーシヨンの

分野で清水（1997）は，個人レベル，コミュニティレベル，組織レベル

での定義について次のように述べている。個人レベルでは，「個人が個々

の生活に対して意思決定をし，統御できるようになる，またはできてい

ると感じられるようになること」としている。つまりこれは，個人の認

知や感覚といった心理的､状態のことをさしている。コミュニティレベル

では，「社会的・政治的・経済的な資源をより大きな社会から獲得してき

た り，そうした資源をより使いやすい形にして提供していくようになる

こと」としている。組織レベルでは，「組織の中で個人が意思決定の役割

を担うことで自らの統御感を高めたり，組織がコミュニティレベルでの

決 定 や 資源の再分配に影響力を及ぼすことができようになることをさし，

個人 レ ベルとコミュニティレベルのエンパワーメントの相互作用が生じ

る部分を取り 出 し た も の 」 と している。このように，エンパワーメン卜

はその主 体が何であるかによって定義は異なる。また，エンパワーメン

トは文脈に密着した概念であるため，文化の影響を受けやすく，その現

れ方や意味は異なるとも言われ（野嶋，1996），エンパワーメントの概

念に関する研究は今も続いてい る。

さらに，どのような観点から エンパワーメントをとらえるかについて

検討することは重要である。心理学の観点からみれば，エンパワーメン

トは個人の心理的状態に焦点が当てられよう。例えば,Psychological

healthにおけるエンパワーメントについて述べたMenon(2002)は，エン

パワーメン卜は次のような個人の認知状態であると述べている。つまり，

自身の健康やヘルスケアをコントロールしているという認知，健康を維

持しヘルスケアシステムとの相互作用をマネージメントする能力がある

という認知，そして個人や社会レベルでの健康への理想やゴールの内面

化，である。他方,Gibson(1991),Hawks(1992),Rodwell(1996),

Ellis･Stoll(1998)のように，個人と看護者の相互作用のプロセスとし

てエンパ ワーメントを述べる場合，他者との関係性にも焦点を当てて論
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じるべきであろう。

エンパワーメントが生じる先行要件については,Gibson(1991),

Hawks(1992),Rodwell(1996),Ellis･Stoll(1998)の文献から次の

ように考えられる。まず，クライエントの観点からみると，クライエン

トが健康行動を獲得するうえでパワーレスな状態もしくはパワーを失う

かもしれない状態，健康行動への不適応状態にあることが示されている。

つまり，健 康を自身でコントロールする力が弱まっている，あるいは発

揮できない状態と言える。Ellis･Stoll(1998)は，健康行動に対するク

ラ イ エ ントのモチベーションや行動を変えることについてクライエント

自身が選択すること，クライエントの問題解決能力などを先行要件に挙

げている。つまり，本来持っているクライエントの潜在的な力も先行要

件の側面と解釈する。次に,Nursing,つまり相互作用としての観点か

らみて共通するものには，相手を尊重し信頼すること，平等な立場での

協力関係，相互の参加とコミットメンなど，ゴールに向かって共に歩む

姿 勢や 態度が挙げられる。これら は ， エ ン パ ワ ー メ ン ト を 目 指 し た 関 わ

りをするための 基盤 とな るも のである。

エンパワーメントの帰結には，多様な側面がみられる。Keiffer(1984),

Gibson(1991),Hawks(1992),Rodwell(1996),･Ellis･Stoll(1998)は，

帰結としてある特徴的な状態をもたらすと主張している。看護者には意

識の転換，具体的には親密性などが生じるとされている(Gibson,1991)。

一方 ，ク ライエントに生じる帰結 に は 4 つ の 側 面 が あ る と 考 え ら れ ， そ

れらは相互作用を通じてクライエントが変化した状態と解釈できる。1

つは，感覚・認知といった心理的状態である。たとえば，肯定的な自尊

感情，満足感,self･efficacy,Mastery感，コントロール感，連帯感，

責任感，将来への希望といった心理的状態である。2つめは能力，すな

わち 参 加 ，コミュニケーション，目標設定，問題解決といった能力があ

げられる。3つめは行動，これは実際に意思決定しコントロールしてい

ることである。そして4つめはQOLの高まりである。これら4つの側

面は相互に関連すると考えられ，エンパワーメントの連続したプロセス

の 中でさらなるエンパワーメン卜をもたらす際の先行要件にもなりうる

と推察できる。

以上より，エンパワーメントとは，他者と相互作用しながら自身が設
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定した目標に近づいていく連続的な過程であり，その目標が達成された

ときの状態が帰結であると解釈できる。

4）出産教育におけるエンパワーメン卜に関する研究について

PubMedを用いて,｢empowermentintitle/abstract」の用語で

1983．2005年の文献を検索すると，1275件がHitした。「ernpowerment」

に次の用語を掛け合わせて検索した結果,｢pregnancy｣38件，

「antenatal｣14件,｢prenatal｣12件,｢childbirth｣12件,｢parenting」

23件,｢parenthood｣0件であった。その中で重複を除き，出産教育に

おけるエンパワーメン卜に関する10件の文献から検討した。国内では，

エンパワーメントに関する研究は1996年から出現し，増加傾向にある。

医中誌を用いて「エンパワーメン卜inタイトル／抄録」の用語で1996

年から2005年までの文献を検索すると，原著論文は39件，解説特集は

64件であった。「エンパワーメント」に次のシソーラス用語を掛け合わ

せて検索した結果，「妊婦／妊産婦」は16件，「産婦」11件，「分娩／出

産」11件，「産褥／褥婦」1件，「母親」17件，「女性」27件，「親」30

件，「育児」30件であった。その中で重複を除き，原著3件，解説・特

集5件，会議録3件，他に科研報告書1件，著書（訳）1件から検討し

た。

エンパワーメントの定義が 示されていた，もしくはふれられていたの

は，海外文献3件，国内文献6件だった。三橋（2000）は，出産領域の

看護ケアシステムの変革とネットワーク化を行い，その実践報告と評価

から，妊娠期から育児期における女性のエンパワーメントの支援につい

て多くの示唆を与えている。少人数・継続担当制のクラスに参加した女

性たちが互いの体験を共有しながら，妊娠・出産をのりこえ，自信を持

って育児の場に戻っていく様子をリアルにとらえている。彼女はエンパ

ワーメン卜を「人間のもつ潜在的な力」を重視した概念ととらえ，「個人

が自己の生活をコントロール・決定する能力を開発していくプロセスで

ある」としている。さらに，エンパワーメン卜は「力をもつこと」「自分

で自分のことは決め，実行すること」であり，「互いに力を分かち合う」

相互作用を基本とした連帯した行動から成り立っている，と述べている。

体感活性化マザークラスの実践報告をした佐藤ら（2002）は，エンパワ
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一メントを「妊婦と助産師が相互作用しながら自らの力を引き出すこと」

ととらえている。これらの研究は，エンパワーメント支援として出産前

教育が持つ可能性を示している。個人・家族・コミュニティをエンパワ

ーする枠組を示したPortela(2003)は，個人レベルのエンパワーメン

トを「個人の能力を高めていくプロセスであり，状況を批判的に分析し，

そう い っ た状況を促進するための行動を起こすことである」と述べてい

る。妊娠・出産でのホメオパシーの用い方について述べたCummings

（1998）は，「健康の維持，調査，妊娠，出産，育児，児の発達に関す

る生理的な力を可能にすること」としている。また，明確な定義の記載

はないがいくつかの文献・報告は次のように述べている。妊婦の自主性

や主体性を育む出産準備クラスを紹介した大葉（2002）は，「自分に必

要なケアを 自ら判断し，実行するセルフケア行動がとれるようになるこ

と」，母乳育児支援の観点からは高橋（2001）が「自分の中に育てる力，

決める力があることを気づかせる，自らの出産・授乳・育児を選び取っ

ていくような力を身につける」ととらえている。これらもまた，妊婦を

主体としたエンパワーメントを示していると解釈できる。

次に，出産教育におけるエンパワーメントの先行要件，つまり妊婦の

パワーレスな状態とはどのようものであろうか？本来，妊娠・出産は

生理的なものである。女性は，妊娠によってダイナミックに変化する身

体やこころ，とりまく環境に適応していくことが求められる。妊婦のパ

ワーレスな状態とは，こういっ た変化に適応していない状態，もしくは

適応できな い こ と が 予 想 さ れ る状態と解釈できる。また,Center

pregnantprogram(Sharon,1998)やバースプランの作成(Too,1998

など）などといった妊娠・出産における女性のエンパワーメントを目的

とした支援が多く報告されるようになっている。しかし，施設がおこな

ってる出産形態の範嶬でバースプランが作られている現状があることも

否めない。Sigridurら(1996)によれば，出産時の女性のエンパワーメ

ントは医療者のケアによって左右されることが明らかにされている。こ

のよ うに ，医療者に出産の主導権 が あ る ， も し く は 自 分 ら し さ が 発 揮 で

きない状態もエンパワーレスな状態と考えられる。さらに，出産準備ク

ラスに参加した女性の語りや調査から，多くの妊婦が不安を抱えている

ことは明らかである。妊婦の不安を成長不安と抑制不安の2側面から分
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析した島田（1995）によれば，不安は順調な妊娠生活や親役害llを獲得し

ていく上での動機付けとなることが示唆される。

出産教育におけるエンパワーメン卜は，広義でとらえるならば親にな

っていく過程を支えることである。しかしその過程は生涯にわたるもの

であろう。よって，妊婦自身がいつの時点での何を目標に設定するかに

よって，出産教育におけるエンパワーメントの帰結は異なるものと考え

る。

以上の概念分析を踏まえ，本研究では出産教育(Prenatal

Education)におけるエンパワーメントを以下のように定義した。

『他者との相互作用を通じて，自分が望むような妊娠生活・出産を選

択し，それに向けて自らの力を引き出し行動するプロセス』

2.A施 設の特徴と行われている出産教育の概要

A 施設は第3次高度医療機関であり，正常な妊婦だけでなくハイリ

ス ク 妊 婦や合併症がある妊婦も 多 く 通 院 し て い る 施 設 で あ る 。 1 年 間

の分娩件数は約250件である。毎月3回，平日の午後にマタニテイク

ラスを開催している。クラスはコースになっており，対象は基本的に

は 妊婦 ，夫，家族が参加できる 。 ク ラ ス 1 は 妊 娠 初 期 の 方 を 対 象 に 身

体・心の 変化やマイナートラブルなど，これからの妊娠生活のすごし

方がテーマとなっている。ク ラス2は，妊娠中期の方を対象に中期か

ら後期に起こりやすい異常の早期発見と対処方法，育児用品の準備な

どをテーマ と し て い る 。 ク ラス3は，出産経過や出産時の過ごし方，

陣痛の対処方法などを中心としている。また，年6回，土曜の午前に

両親学級を開催し，妊婦体験や沐浴などの模擬体験，出産や育児に対

する思いに つ い て 話 し あ っ ている。いずれのクラスも講義のみになら

ないように参加学習型を意識して行っている。1回のクラスの担当者

は 2 名 （両親学級は3名）で， 各 々 が 2 ～ 4 ヶ 月 間 継 続 し て 運 営 し て

いる。クラ ス は 予 約 制 と し ，参加人数が10名をこえないようにして

いる。

3．面接調査の結果

1）対象の背景（表3）
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研究協力に同意が得られた助産師6名を対象とした。年齢は27歳

から33歳で，平均年齢は29歳であった。臨床経験年数は5年から11

年，出産教育の経験年数は1年から8年であった。エンパワーメント

に関する理 解 度 は 「 よ く 知 っ ている」と答えた人が2名，「聞いたこ

とはあるが 自 分 の 言 葉 で 説 明 できない」と答えた人が4名であった。

面接場所はプライバシーが確保できるように職場にある面談室を使

用した。面接時間は35分から75分で平均時間は64分であった。

2）出産教育者がとらえた参加者のエンパワーメント（表4）

カテゴリーは【】，サブカテゴリーはく＞，出産教育者の語りは斜

体で示し，人名にはアルファベットの記号を用いた。

出産教育者は，【メンバー間の交流と刺激】，参加者の【沸き上がる

感情】，【思考の活性化】，【周囲を巻き込みながら前進する】から参加

者のエンパワーメン卜をとらえていた。これらのカテゴリーは段階的

あるいは相互に関連しながらス パイラルに高まっていくプロセスと

して感知されていた。また，カテゴリーとして示されたものはクラス

の中で常に 感 知 さ れ る わ け で はなく，参加者の特徴，メンバー間の関

係性，出産教育者の能力によって異なっていた。

以下に，それぞれのカテゴリーの内容について説明した。

（1）【メンバー間の交流と刺激】

エンパワーメントが起こる基盤となっているものとして捉えられた。

出産教育者は，自分.も含めたメンバー間に相互交流が生じ，互いに刺

激しあう様子を感知していた。メンバー間の交流と刺激は，エンパワ

ーメントが起こるはじまりであり，また，エンパワーメントが高まっ

ているグループや個の状態としても捉えられた。

このカテゴリーには以下の3つのサブカテゴリーが抽出された。

①＜情報と体験の共有＞

参加者が個々の関心事や話題テーマを共有し，他の参加者や出産

教育者に問いかけたりそれに答えたりしている様子や，抱えている

気持ちを自分から表出したり，自分たちの体験談や工夫について話

す中で同調したり体験を共有している様子を感知していた。
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ある人が話してし、るときに，そちらの方に身紘向けたりとか瀕線むけたりし

て，話を聞いてたりとか，農は，その最初に話した人の茨に話す人とか，蟹に

話す人が，その最初に話した人の言葉をかりるっでいぅか，そういう同じよう

な紘驍をしたとか，またそれと逆に，私はこクやったよっていぅ紘験凝とか，

心配なことを話すときに，そうかなって,思い美す(Fノ

最初に自己溜介のときとかで自分が不安に,思っていることとかをお話しても

らうんだけど，その蹄にこういうこととかがあってとかいうと，周りの反応か

らそぅそうみたいな，自分もそうやって同じ倣綴をなんかごク反応よく返って

きたり，周りから他の参加者が言ったりする(Aノ

②＜仲間意識＞

参加者が他のグループメンバーを同一視し，メンバーを仲間とし

て意識し互いに受け入れ，励ましあう姿をとらえていた。

・・・（略ノああ百分ひとりじゃないんやと思って，こう結樟やわらかい雰囲

気になられたりすることがある(Aノ

え～私もそうなる，28週の人はいずれそぅなるんだとか，まだ這い話だけど

も，そういうのでちょっとお母さんたちが，え～何週ですかって，会話が盛り

上がってくる。そしたらなんか，お母さん同士で，え～もクちょっとだからが

んばってとか，そういう励美しあいとかも生葵れて，そクすることでなんかさ

らにその人は前向きに，こう応援 し て く れ て る と か ， 前 向 き に な っ て る 印 象 を

受けるんです(Dノ

③＜個 々の持てる力＞

出産教育者は，クラスに参加するという行動そのものが，エンパ

ワーメントが起こっているととらえていた。また，自身も心うたれ

るような出産への強い価値づけや思いを語る妊婦や，あるいは妊婦

仲間が努力して頑張っている姿が他のメンバーをエンパワーする

刺激になっていると感じていた。
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参加した時点で,rもク自分のお産を考えていますノってし）ク搭言があって，

rちゃんと考えて葵すよノっていうことで,r自分にとってきっと貴重な意味あ

る倣験だと,思うし，頑残りたしソって言われた発言があって。そのときにおな

じような週数の人で，なんとなく誉さんこう分からないとか，妄だ､まだイメー

ジできませんっていう人のゆで，多分その方が言った内容は，たくさん鉱綴す

ることじゃないし，きっとそれをするだけの価腫はあるんだっていうふうな考

え方に少し傾けてくれたんじゃなし､かなと,思って。その集団のゆでもそクレ、ク

ふうに言えるというか・・・とてもいい影響を与えてくれたんじゃないかなど。

その人はすごいなと思って。(Eノ

例えば紘重コントロールにしてもこんなことやってるとか，そういうことを

みんなの前で言って，私はこぅやってがんばってるし，○○さんはこうやって

るしって感じで，それぞれが自分が頑張ってし、ることを言ったりすると，なん

か高まってるような気か．する(Aノ

（2）【沸き上がる感情】

このカテゴリーは，出産教育者が感知した参加者の心理的エネルギ

ーの高まりのことである。出産教育者は自身の五感を使って，参加者

の言葉や態度，しぐさ，視線，表情，雰囲気などからこの沸き上がる

感情をエンパワーメントとして感知していた。以下の8つのサブカテ

ゴリーが抽出された。

①＜安 心感＞

参加者が自分の身体や気持ちの変化が特別ではない生理的なこ

と，普通のことであると理解することで，不安が軽減し安心感や安

堵感を感じていると出産教育者はとらえていた。出産に対する不安

や恐怖は，必ずしもなくなるわけではないが，それも自然なことと

理解でき気持ちが軽くなっていると感じていた。

それが雪通やよとか，それが妊婦 さ ん の 待 徴 や よ ど か い ク ふ う に 言 ク ご と で ，

自分が異常じゃないんやとか，あつそクなんや，それは別に病気じゃないんや
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ねとか異常じゃないんやねという言葉が閉けたりする(Aノ

ごクマザークラス緯わって最蜑の方になって，今日どうでしたっていう話を

していくと，なんとなく筋さがちょっと減ったとか，不安に,患ってたことが正

常だったんだって(Dノ

②＜関心の高まり＞

身を乗り出してきく，うなずきながら真剣にきく，視線があがり

集中するまなざし，自分から質問してくるといった参加者の様子か

ら関心が高まっていることを感じていた。

人の話をきぐよりは自分の問題としてやった.方が，身を乗り出して閉かれる

方もいらっしゃるし・・・こ う い う 感 じ の と き ， こ の 人 の や っ ぱ り 一 番 知 り た

し、ところかなんかなっていう 感 じ が す る ( A ノ

すごし1興味もって，自分の顔を見てしっかり話し厳し、でくれるとか，自分か

ら質〃してきた〃とか，そうかなって。(Bノ

③＜やる気の高まり＞

出産に対するイメージが肯定的に変化したり，出産への価値に新

たに気づいたり，不安が軽減されることなどを通じて，参加者自身

の中で妊娠中の生活行動への変化や出産に向けてのモチベーショ
禅

ン が高まっている状態を感知していた。

最初はこう,r痛いというイメージですノっていぅ鍔言だったんですけど，ク

ラス3と両親学級を受けて，なぜ臆痛が必要なのかとか，どういう我態で生ま

れてくるかとかし、クごとを知ってあ美〃筋′｝って′、クのがなくなって,r頑張り

たいjっていク発言に変わる(Eノ

障痛を芹ち構えてたり，うむぞ～って,患ってる方はやっぱり前向き・・・か

なっていぅのは感じます・・・（略ノ鋳，表祷が違うような気がし葵す。マザー

クラ ス に 笑 顔 で の ぞ め て い たり，螢はすこ．く，こう，前向きに発言しようとし

‐16‐



でいたり，周りの人の,意見を鰯こうとしてたり・・話，妊婦さんの。螢は潰極

的に自分で知りたし、ことを質〃してきた〃という・・・ところが伺えます。(Dノ

rああ，そうやね，そうやってせんなんねノ，って言葉とかで出てくる(Cノ

④＜出産 へ の 期 待 ・ 願 望 ＞

こんなお産にしたい，こんなお産になったらと期待や願望が起

こってく るこ とか ら感 知し ていた。

自分のお産のイメージがあってこういぅふうにしたい，ああレ、うふうにした
グ

レ、って思った茨態が，エンパクーメン卜がでたのかなって<Cノ

自分がこんなお産にしてみたいって思うこと，バースプランとか，ですかね。

(Dノ

⑤ ＜ 自己効力感の高まり＞

判断や行動するための情報,peerの出産体験,peerの頑張っ

ている姿に影響され，自分にもできる，できそうだといった自身

の力 を 信 じ ら れ る よ う に なることを感知していた。

多分自分が出産に"ノナで， 自分ができる？■とか,‐自分で〃断して病院にい〔

と,思って。(Eノ

怖さがちょっと減ったとか，不安に,思ってたことが正常だったんだとか，

みんなおんなじこと考えてたっていう意見がでてて，じゃあがんぱろうって

いう，なんか 自分だけじゃまくってみんなも産めてるから皇一できないことは

をし､んだなって(Dノ

⑥<Self-esteemの高まり＞

妊婦としての頑張っている姿や，どんな出産であっても価値があ

ると他者から認めてもらえることで，自分自身を取り戻し，自己を

肯定的にとらえられるようになったことを感知していた。
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マザークラズのときに帝王切開の方がが象でいらっしゃれば，それも立派

なお産だよっていう話もするんですけど，そうすることでやっぱりこう，‐皇一

よつと列〃月感じてた方が自分らしル'お産なんだなって,，思える (略ノ(Dノ

週 数 が 進 ん で る 人 が ， そ の週数早い人と話をすることは，なんかわりと今

まで経過してきた自分をわりとこうなんていうんですかね，言糞悪いんです

けど尊数というか，なんか瞳れみたいな感じで見られるじゃないですか。も

う生んでもし、いよみたし、なお母さんを見る，もうちょっと早いねっていうよ

クなお母さんって,rもうこんなに大きくって，あと生まれる，っていぅか会

える臼を痔つだけなんですね j み た い な 感 じ で 言 わ れ て る と ， 週 数 進 ん だ 方

ってし）うのはわりと，なんていうか， ど こ ま で 頑 張 れ た 自 分 っ て し 、 う 意 識 が

つくのかなってﾚ_l_'_感じ_がして。(Eノ

⑦＜感動する＞

（出 産 シ ー ン の ノ ど デ オ み て感動されてたりとか・・・そうすると高まって

し、ろかなって感じる。（略ノ自分の出産倣験とグンクさせてるっでいうわけじゃ

ないけ ど ， 今 蜑 お こ る 出 産 で 赤ちゃんが生まれるっていうシーンをみて，多分

自分の倣驍とこう重ね合わせとるんかまって,思って。

⑧＜児への愛着の高まり＞

出産 に対する怖さが軽減する中で出産は児との協働作業でもあ

ること に 気 づ い た り ， 児 が意識をもった存在であると新たに気づく

ことなどによって，児に対する関心や愛着が高まっていると感知し

ていた。

最初は怖いなっていってたけど ，なんかし、ろいろと知識深めたことで，楽し

み，すごく楽しみになったとか，農は，

う恐筋感がなく左つたって・・・(Dノ

赤やんに会てみたし！，そクい

紡ぐ な っ て き た と か 言 ク 方 には，赤ち:やんがんばってるとか，こえれば赤

ちゃんに会えるとか，赤ちゃんもがんばってるからお母さんも頑張ってねみた
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い な 感 じで伝えると，麦綜などがかわる。・・・（ゆ略ノクラス黙わって変える

ときに，早く鮪庸きてほしいとか ，（お腹をざすりながらノ旱ぐう美九てって赤

ちゃんに言って帰られる。(Bノ

（3）【思考の活性化】

このカテゴリーは参加者の 考 え が 走 り 出 す よ う な 認 知 的 状 態 を 示

している。このカテゴリーは【沸き上がる感情】と相互に絡みあい関

連しながら参加者に起こっているものと捉えられていた。以下の5つ

のカテゴリーが抽出された。

①＜自 分のこととして意識化する＞

自分が出産するというこ とに対してあまり考えておらず漠然

とした意識であった妊婦が，メンバーとの交流を通じて，自分の

中に新たな発見をしたり気づいたりする，あるいは自分とメンバ

ーとの比較によって，自分に将来おこること，自分も考えなけれ

ばいけないこととして意識化していると感知していた。

話してる人だけじゃなくって，〃いてる周りの人も，こんなこと,思ってる

とか，まあ理解するというか，同じような茨況で自分はどうするのかなって

考えているんやろうかなって(Cノ

他の参加青から〃し、で，rあ》なるほどノつと,思った〃とか，r今どういう

ふうな生活をして亥すノとかっていうの閉いて,rへえ－つノて,思った〃とか，

いうので,rああ自分にもそうやって家族が脅えていって，自分だけの敵じゃ

な くなるんだなノってし’うのが 分 か っ た 〃 と か ， お 食 事 に 濫 樟 気 を つ け て ら

っ しやる妊婦さんたちも最近は濫 樟 い る の で ， 「 あ あ そ う い う ふ う な こ と を し

てるママもいるんだなjって，ならr自分も少し考えまいとし、〃ないかなノ

とかいうふうな発言があった〃とかするので。(Eノ

②＜将来の生活や出産につい て 考 え だ す ＞

意識化された妊婦が，こ れからの妊娠生活や出産をどうしてい

くかについて，より具体的に考えだすことを感知していた。
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なんとなくこう自分にそういう生活とか，身紘的とかいう，こぅ家族を迎

えるっていうことが現実に起こっていくなっていうのを，考えられるように

なるというか，多分の，なんかこう，生活スタイルだったり，従会的な仕事

だったり，ご主人との関係だった〃を,r変えてし}かなきやいけないノという

か，r調盛したぼぅがいいんだなノってし、クふうに考えられるようになろって

し、クのも，すごくそのエンパクーメン卜なのかなど，思ったりもするんです

(Eノ

その人がもってる力．。（略ノ具紘的に自分がこんなお産にしてみたいつで

思うこと，バースプラン．．(Dノ

クラスの申でそういった分砿徴漢がある人だったらもう秘そうし、うのあろ

って，だからごクレ、うお産にしたいなとか，具紘的にお産について考えを深

めていけてて，だんなさんからも，そういうお産が近づいてくることで話あ

ったりしてみて，そういぅのが出産のエ宗ルギーなんかなって。(Dノ

③ ＜出産イメージの具体化とポジティブ化＞

ク ラスのはじめに，出産に対してただ漠然と怖いイメージを持っ

ていた妊婦が，知識や情報を得ることなどによって具体的にイメー

ジできるようになること，また，出産は痛みだけでなく喜びや感動

といったプラスの面の方が大きいと思えるようになることをエネ

ルギーの高まりとして感知していた。

マザークラスで赤ちゃんに会えるときのこととか，お産って一生のクちに，1

回か2回か，多い人でも4．5回 ぐらいしかない，一大イベントだよっていうお

話，とか，家族の絆が深まってし｝くとか，そクいうプラス面のお話をしたこと

で，之～って

以上にプラス面が大きいっていうの の方はそうやってとらえてくれて

それで楽 しみとかいク尭言に変わ ったのかなと。(Dノ

自分だけじゃなくってみんなも産めてるから，できないことばないんだなつ

てし、う， ちよ_つとずつなんですけども，前向きさっていう，お産を肯定的に_と
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えてるていクを受ける (Dノ

④＜目 標 や 課 題 を 見 つ け だ す＞

Peerの体験談，さまざまな情報，前回の出産の振り返りなどを通

じて，自分はこんな出産がしたいという目標やそのために自分が何

をする必要があるのかという課題を見つけ出していることを感知

していた。

クラスをうけることで，その人自身がここだけは解決していきたし、という発

言にかわるとか・・（勝ノ(Fノ

切迫早産ですご．ぐずつと入院されていて，ある窟度の週数まで，妊娠継続で

きたっていう方に，分雄準備として，葉団教育を誘って，本人さんも希望され

て参 加 してもらったときに,rこの週数までなんとか頑張れたので，あとは元気

な子を産みたいノって言われて。．。(Eノ

r前回はマッサージをこうし、クふうにして，しててくれたけど，あまり効果

的ではなかったノとか，rでもただそばにいてくれただけでも心強かったし，次

のときには，ぜひまた一繕にいたいノって・・・(Eノ

（4）【周囲を巻き込みながら前進する】

Peer,夫，医療者など，周囲の人々を巻き込みながら，出産にむ

けて行動しはじめる姿からエンパワーメントを感知していた。この

カテゴリーはクラス後の妊婦健診時の関わりからもとらえられて

いた。

①<well-beingな妊娠生活＞

週 数 早 い方とかだと，こつ妊娠を勤にといぅか，家族が壇えるごとにあたって，

自分の生活を変えたりとか，注意したりとか・・・(Eノ

食べ物とか1つとっても，少し自分なりに考えて取ったりとか，関心を向け

ろってし、クのも，出産に向けてといぅか，妊娠斯をトラブル少なくといぅか，
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より よ く 濁 ご そ ぅ と す る ，その人の持ってる力が出てくるのかな(Eノ

② ＜対処行動＞

自分の課題や出産への対処行動を高めるために，参加者間で情報

を集めたり確認したりする行動から感知していた。

切迫早産で入院されてた方なんですけど,rこの週数までなんとか頑張れたの

で，あとは元気凌子を産みたいノって言われて，最初はこう,r痛いというイメ

ージですノってし）ク発言だったんですけど，クラスと両溺学級を受けて，えっ

と，なぜ臆痛が必要なのかとか，どういう状態で生まれてくるかとかいクこと

を知ってあ美〃筋いっていぅのがなくなって,r頑張りたいノっていう発言に変

わって。（略ノその蟹から･は，その方からは，rお産が筋いノとか,rどうしようノ

とかし、ク発言はなくって，（略ノr退院したらごういクごとをしても大丈夫かノ

とか，rこういうときに来れば↓｝し、よれノとか,rごクレ》ク淡態ならまだ大丈夫ノ

と か し 、 ク 具 紘 的 な そ の 自分の生活っていうか，お産の婚まるまでの生活ってど

うし、うときだったら連絡したらし、いとし、クふうな，こう，発言なり行動に移せ

るとし、うか。r痛みが鐸う子宮仮瀞，張り，短則的だったら遁務すればし、いんだ

よれノとか，（婚ノごう確認するみたいな感じの発言があったり(Eノ

③夫婦の絆を強める

夫婦が出産や将来のことをそれぞれ表出でき，お互いの思いやる

気持ちに新たにきづくことによって心の距離が縮まっていると感

じていた。また，クラスをきっかけに夫との話しあうようになる姿

からもエンパワーメン卜をとらえていた。

こういうお産にしたいまとか，具紘的にお産につし）で考えを深めていけてて，

だんなさんからも，そういうお産が近づいてくることで話あったりしてみて，

そういうのが出産のエネルギーなんかなって。(Dノ

r一猪に頑張りたいjとか,r助けて，支えてあげたいノとかし、クふうなお互い

が今回の出産で,思ってし、ることを確認し合える(Eノ
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3)参加者のエンパワーメントをうながす出産教育者の働きかけ（表5）

出産教育者は，参加者にエンパワーメントが起こるように，参加者

の心の機微に【揺らぎを起こす】働きかけをしていた。揺らぎとは，

出産教育者が感知した次の4つのことである。つまり，参加者の相互

交流と刺激が生じること，沸き上がる感情，思考の活性化，周囲を巻

き込みながら前進する，のことである。出産教育者は，このような揺

らぎがおこ る よ う に い ご こ ち のよい話しやすい場をつくり，常に参加

者 の反応を感知しながら，自分 の 信 念 や 価 値 観 の も と に 多 様 な 話 題 や

問いかけを投げかけ，参加者を巻き込み，ときには見守ることで，参

加 者個々が話題や関心を共有でき る よ う に 働 き か け て い た 。 ま た ， 参

加者が自ら行動できるように少しの後押しを行っていた。そして，揺

らぎがおこるように出産教育者が信念として持っていたのは，個々そ

れぞれの出産の価値に気づいてもらうことであった。以下に【揺らぎ

を起 こす】働きかけの6つのサブ カ テ ゴ リ ー に つ い て 説 明 す る 。

（1）話しやすい場をつくる

クラスの参加者には不妊治療から妊娠した妊婦やハイリスク，あ

るいは合 併 症 が あ る 妊 婦 も 多いため，事前にカルテや健診時の状況

か ら参加者の背景や現在のニーズなどを把握するようにしていた

(A,B,C,D,E,F)。同じ曜日に健診に来ている妊婦には，同

じ ク ラスの参加を勧め，クラ ス 前 に 少 し で も 参 加 者 同 士 の 面 識 が 増

える ように声をかけ，参加予定者をつなげる働きかけをしていた

(E)。妊婦同士が一緒にランチをとってからクラスに参加するこ

ともあり，和やかな雰囲気でクラスを始めることができると感じて

いた(A,E)。座席は上下関係のない円にして(A),参加メンバ

ーの背景や参加ニーズから共通の話題がある妊婦を隣同士の席に

すすめるなどといった工夫をしていた(C,E)。

出産教育者のコミュニケーションのとり方として，自身がオープ

ン に 気さくに話しかけることで 相 手 に 話 し や す い 雰 囲 気 を 作 っ て

いた(A)。

私はできないんだけど，○さんは会話とかもなんかこク気軽にしゃべれる
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ような感じの・・じゃあ何々してる？みたいな，どう？何々さんどう？

って感じの近所で話してるみたいな雰囲気がある。すごいしゃべりやす-い雰

囲気(Aノ

また，参加者の背景も考慮したうえで「相手を傷つけるような表

現を使わない」(D),「自分の考えを押し付けない」(E),「その人

の思いを大切にする」(D)といった参加者を尊重する姿勢や態度

で関わり，言葉を選んで話していた。

（2）感知する

出 産 教 育 者 は ， 表 情，態度，しぐさ，視線，姿勢，話し方，声の

トーン，感情や関心などといった参加者の反応やその変化，場の状

況や雰囲気を五感を使 って常に感知していた(A～F)。特に，さ

さいな言葉や表情のちょっとした変化，普段の様子（健診時）との

違いから，気になる参加者や声をかけるタイミングを見逃さないよ

うにししていた。

他 の 方 が 話 し て し ） ろのを餅いてるときのしぐさとか，なんていうんだろ，

ク左ずきとか同調する感 じとかがあったときに，多分その方のゆで，自分も

そうだとか，自分もそんなときそうとかいクふうに感じて〃、ろのかなとは,思

います。で，なるべくそういう誰かと話しているときに，疑聞に,思う感じの

し ぐ さ だ っ た り ， 同 調 してる感じがあったときには，なるべくそこで譜言 し

てもらったりしてます(Eノ

クラス車とかに，どうしても麦惇すぐれない方がいるときには，必ず緯わ

った婆に声かけ美す，こち ら か ら 。 最 近 ど ～ ク ？ と か ， 不 安 な こ と な い かと

か スト レー トに 厳い てって，この嚴は，そういう方がし、らつしやって，こ ち

らから閉し､たら，胎動が少ない気がするつて言われたんで，ちょっとエコー

でみてぞニターつげたらベンケンになってて，だからだよってし、ク話をした

ら す つ ど い 安 心 さ れ て ，なんだそれだけのごとって言って，まだ週数ちょっ

と早かったので，それで もう麦情すごくよくなって，嬬って，その法ま笑顔

で乗るようになったんですけど，やっぱり，提洪する〃が，招手のこう， 表

縛とか搭言とかも，見逃さず，みる必要があるなど感じます。(Dノ
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（3）投げかけて巻き込む

出産教育者は，個々が関心ある話題や問いかけを個や全体に投げ

かけていた。反応が乏しいときには，タイミングをみて再度問いか

けたり，これまでの臨床経験や自分の妊娠・出産経験をフルに活用

するな ど，多様な側面から身近な話題を投げかけて，そしてメンバ

ー全員にまわるようにしていた。他に，参加者自身が体験・体感で

きるように，媒体やモデル，あるいは実物（赤ちゃん），専門的知

識などを活用していた。専門的知識や情報'を提供したり，さらに，

グループ全体が活性化するよ うに，参加者の反応をみながら個々を

誘い込んだり，共に考え，自分 自 身 も 一 緒 に 加 わ る よ う に 他 者 と 自

分を巻き込んでいた。

例えば，もう36週の方がいらっしゃったら，今，身倣どうですかつて，

こうIOケ月入って麦すけどって，なんか，こう，IOケ月入って赤ちゃんも

大きくなって変化したごとって どクですかつてごと確認して,ん，なんか最

近ここソ ケ イ 部 が 傭 い と か お し〃の方が痛いとか，たまにお腹がはるとか，

これ ってだいじょうぶなんですかって，おりものが増えてたりするけどもっ

て訴えがあって，へえ～って閉し、ときながら，美だ28週くらいの人に今度

は確認すると，そん参のはなし、けど藤がいたし、とか，28週だしこう，発言を

してくるんだけど，へえ～って言って，じゃあ今IOヶ月入った何々さんの

茨態ってどんなものかお話しま すねっていぅ感じでこう広げていくと，え～

私もそうなる，28週の人はいずれそうなるんだとか，まだ遠い話だけども，

そういうのでちょっとお母さんたちが，え～何週ですかって，会話が盛り上

がってくる(Dノ

（○さんと一緒にクラスをしていてノ妊婦としての倣驍のゆで，こんなこ

と なかった？とか。なんかやっぱり，実際に欽駿してるから，具倣的な行動

として，上の子がいたらごクや よれとか・・・なんか，まるで今，自分が敵

験 してるように話すことがすごし1°なんか，発言がいっぱい出てくるんです

よ。(Aノ
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私はこぅやってがんばつとるし，○○さんはこうやってるしって感じで，

それぞれが自分か､がんばつとることを言つどった〃とかすると，なんかたか

まつとるような気がする。（略ノそうし、うとき，一緒に加わってる，私の場

合。それでし｝いかはわからないけど，一緒に加わってるよクな感じでいまず‐

(Aノ

（4）見守る

時に出産教育者は，揺らぎを妨げないよう聞き上手になったり，

参加者をありのまま受け止めていた。

怖いとか“ぶんじやないかとかぅまくできないんじやまいかとか，最初

はやっぱりマイナス的な発言をされることも多いので，それでもいし､ん だ

よってし、うごとを伝えてし、ぐ，それが悪いことではなくって，その人らし

し'，自分らしし､，やり方ってし、うか，出産の仕方なんだから，ってし、うの

を必ずお話して美す(Dノ

参加毒の人の,患ってし’るごととかを否定せずに，ありの麦ま受け止める

(Fノ

濫棒長し）こと（時〃ノかかったけど。話を閉いてるといるし、ろな,思いが

出 てくる(Aノゞ

（5）少しの後押し

参加者が自身の力で前進できるように，出産教育者は少しの助

言 を 与 え て 参 加 者 の選択を助けたり，参加者の自己効力感を高め

る働きかけを行っていた。

r頑張りますノとかr頑張りたいですノとし、うような発言とかあるので，「き

っとできるよノとかいクふうに返すと,rそうですかね一（笑ノノって言った

りするんですよね。(Eノ

ク亥くできてるところは すごし､ねって言ったりしてる(Aノ
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（△さんと一緒にクラスをしていたときに△さんはノrこうしなきやいけ

ませんノっていう感じじゃなく って，こぅなんでいうんですかね，うまく言

えなし）ですけど，あん美〃こう決めつけたよクな感じじゃまかつたので,rそ

の人その人で，こういうこともあるかもしれなし､，今日こぅいうこともある

かもしれないけど，そのゆであなたはこうしたほうがし、し､かもしれないねノ

ってし、う助言みたいな感じですね，措導っていうより。(Eノ

（5）個々の出産への価値づけ

出産教育者は，参加者一人一人に,自分の出産への価値にきづ

けるような働きかけをおこなっていた。これは出産教育者のどん

な出産にも価値があるという信念であった。出産の価値はPeerの

語りから他の参加者に伝わる場合や，出産教育者自身の熱い思い

が 伝わることで，参加者の心に揺らぎを起こしていると感じてい

た。

r大 変 だ ろ う け ど ， と て も 価値があるものだと思うし，頑張りたいノって

いうふクに言われてし’て，（略ノその多分一言で，多分ただr怖いノとかいう，

r分からないノっていうイメージだった人も，少しこう自分もそれを敵驍で

きるっでし、クか，そうなるって,思えるんじゃないかなど感じた。(Eノ

自分らしいお産ってものがあるっでし、クのを伝えてし、って美す。こういろ

んな不安を訴えられたりするので，筋いとか叫ぶんじゃないかと′ク凌ぐで

きな いんじゃなし､かとか，最初はやっぱりマイナス的な発言をされることも

多いので，それでもし、し､んだよっていうことを伝えていく，それが悪いこと

ではなくって，その人らしし､，自分らしい，やり方っていうか，出産の仕方

なんだ､から，っていぅのを必ず お話してます(Dノ

帝王切開の方もいらっしゃるじゃなし’ですか。でも同じお産としてみたら，

それぞれのスタイルがあるので，帝王切開の方ってどうしてもこう，ちゃん

と産めな い と か マ イ ナ ス に , 患 ってしまう方が多いかなって，私は帝王切開だ

からっていう感じ，特に初産婦さん，そういうイメージ芽ちがちなんですけ
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ども，そうし、クマザークラズのときに帝王切庸の方がが象で〃）らつしゃれば，

それも立派なお産だよっていぅ話もするんですけど，そうすることでこ.う，

ちょっと釘ノナ目感じてた方が自分らしいお産なんだなって,思える(Dノ

V.考察

1 ．出産クラスを通して生じる参加者のエンパワーメントと指標につ

いて

安梅（2004）によれば，エンパワーメントは，対象の種類別にみる

とセルフ・エンパワーメント，ビア・エンパワーメン卜，コミュニテ

ィ・エンパワーメントの3種類に分けることができると述べている。

セルフ・エンパワーメントとは，当事者自らが力を発揮するもの，す

な わちエンパワーメントの 最 も 基 本 と な る 形 で あ る 。 ビ ア ・ エ ン パ ワ

ーメントとは，仲間同士， グ ル ー プ が 力 を 発 揮 す る も の で あ る 。 コ ミ

ュニティ・エンパワーメントとはコミュニティ，地域社会，社会シス

テムが力を発揮するものである。本研究の結果から，出産教育者がと

らえたクラスを通して生じる参加者のエンパワーメントは，【メンバ

ー間の交流と刺激】，【沸きあがる感情】，【思考の活性化】，【周囲を巻

き 込みながら前進する】か ら 構 成 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ れ た 。 つ ま

り，【沸きあがる感情】，【思考の活性化】，【周囲を巻き込みながら前

進する】はセルフ・エンパワーメン卜，【メンバー間の交流と刺激】

はビア・エンパワーメントに該当すると考えられ，出産教育者は出産

クラスを通してこの2種類 の エ ン パ ワ ー メ ン ト を と ら え て い る こ と が

示された。

この出産教育者がとらえたエンパワーメントが参加者のエンパワ

ーメントを的確にとらえているか否かという点に関しては，先行研究

で示された妊婦の語りとの比較から検討する。三橋（2000）は，妊娠

から育児期のクラスに参加した女性の語りから，クラスの意味として，

＜仲間と会って生の話ができる＞，＜自分の体験が人の役に立つ＞，

＜妊婦の友人ができる，産後はすでに知っている人と話せる＞，＜妊

娠中の助産師主導から産後は妊 産婦 主導 へ＞ ，＜ 産み っぱ なし じゃ な

い新しい病院像＞の以上6 つ の カ テ ゴ リ ー を 抽 出 し た 。 本 研 究 に は 青
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児期のクラスは含まれていないため全ての結果から比較することは

できないが，＜仲間と会って生の 話 が で き る ＞ ， ＜ 自 分 の 体 験 が 人 の

役に立つ＞，＜妊婦の友人ができる，産後はすでに知っている人と話

せる＞といった妊婦のクラス体験 を示 した カテ ゴリ ーは ，本 研究 で出

産教育者がとらえた【メンバー間の交流と刺激】，すなわちく情報と

体験の共有＞＜仲間意識＞＜個々の持てる力＞のサブカテゴリーで

示した内容と同じような現象であるといえよう。また，出産教育者は，

自分も含めた参加者同士の交流が生じ，それが活性化される様子をエ

ンパワーメン卜と捉えていた。Hawks(1992)やRodwell(1996)は，

エンパワーメントは相互作用やパートナーシップに基づいたプロセ

スであると述べている。出産クラスにおいても参加者のエンパワーメ

ン卜をとらえる指標として【メンバー間の交流と刺激】は重要なもの

と考える。柳吉（2003）は助産院で妊娠健診をうけている女性にイン

タビューを行い，女性は健診後「元気になれる」「自分自身の出産に

ついて考える」「そのような出産ができるように自ら生活を整える」

と語ったと述べている。エンパワーメントが生じる場は異なるが，い

ずれも妊娠し出産にむけて歩ん で い る 女 性 の エ ン パ ワ ー メ ン ト で あ

り，今回抽出した【沸きあがる感情】，【思考の活性化】，【周囲を巻き

込みながら前進する】と重なるものと考えられる。【メンバー間の交

流と刺激】が抽出されなかったのは，助産師と妊婦との二者関係の中

で 生 じ た セルフ・エンパワーメン卜のためであろう。以上のことから，

本研究で出産教育者がとらえたエンパワーメン卜は妊婦の視点から

語られたものと類似していることが示唆された。

一方，エンパワーメントは文脈によって現れ方が異なるといわれて

いる（野島，1996）が，出産教育でとらえられたエンパワーメントと

他の看護領域で示されているエンパワーメントの指標に違いはある

のだろうか ？ 表 6 に 本 研 究 結 果と先行研究とのエンパワーメントの

比較を示した。これらの先行研究と本研究の結果をみると，セルフ・

エンパワーメントを示す【沸きあがる感情】，【思考の活性化】，【周囲

を巻き込みながら前進する】の3カテゴリーは，分類や命名の仕方に

差異はみられるものの他の先行研究で抽出されたものと共通してい

ると解釈できる。文脈の違いによるエンパワーメントの特徴はむしろ
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表4に示したようなサブカテゴリーレベルに現れていると思われ，指

標として活用する際にはそれらを活用する方が有用と考える。

2．出産クラスの中で参加者のエンパワーメン卜を促す働きかけ

エンパワーメン卜支援に向けてのアプローチ方法としてRobertson

（2004）は，女性ひとりひとりが親としての目標をもつ，現実的な問

題解決能力をもつ，コミュニ ケ ー シ ョ ン 能 力 お よ び 交 渉 能 力 を 開 発 す

ることなどを挙げている。これは，妊婦がエンパワーメントするため

に必要とする能力に焦点を当てている。柳吉（2003）は，妊婦をエン

パ ワーメン卜する助産師のケア と し て ， 妊 婦 が 何 で も 言 え る よ う な ケ

ア，妊婦が自分に自信を持てるようなケア，妊婦自身の生活にあった

方法を自分で考えられるケア ， 共 に い る 人 を 持 っ て い る 安 心 感 を も て

る ケアを挙げている。これらは ， 妊 婦 の エ ン パ ワ ー メ ン 卜 支 援 の 方 向

性を示したものと考えられる。本研究では，出産クラスの中での出産

教育者が行っている具体的な働きかけについて考察する。

本研究が対象とした施設と ク ラ ス の 特 徴 は ， 本 研 究 で は ， 出 産 教 育

者は参加者にエンパワーメントが生じるように，参加者の心の機微に

【揺らぎをおこす】働きかけを行っていた。【揺らぎをおこす】働き

かけにはく話しやすい場をつくる＞＜感知する＞＜投げかけて巻き

込 む＞＜見守る＞＜少しの後押し＞＜個々の出産への価値づけ＞の

以上6つのサブカテゴリーが抽出された。大葉（2002）は，出産準備

クラスの中で，相手が安心して自分の内面と向き合い自分の不安や感

情を伝え，心を開くためには，「観察」，「傾聴」，「確認」，「共感」の

4つの カウ ンセ リン グ基 本姿勢で接することが重要であると述べて

いる。今回，出産教育者は，参 加者 が個 々の 思い や考 えを 表出 しメ ン

バー間 の交流と刺激を促すことができるようにく話しやすい場をつ

くる＞＜感知する＞＜投げかけて巻き込む＞＜見守る＞といった働

きかけを行っていた。このようなカウンセリング的要素を含む働きか

けは，出産クラスの中で個とグループのエンパワーメントを促進する

上で重要なものと位置づけられる。Gibson(1991)は，人間は自らを

エンパワーするのであって，保健医療従事者が人をエンパワーするこ

とはできないと指摘し，保健医療従事者ができることは，人々がコン
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トロール感とself-efficacyを獲得し強化できるようにすることであ

ると述べている。今回抽出されたく少しの後押し＞は，参加者の選択

を助ける助言であり，行動変容できるように自己効力感を高める働き

かけであった。しかしながら，助言は時に参加者自身の自己決定を誘

導する場合がある。特に，ハイリスクや合併症がある妊婦は，自己の

健 康に自信を持ちにくく，健全 な 児 を 出 産 す る こ と に 自 分 の 目 標 を 設

定する場合がある（亀田，2005)。そのため，医療者からの助言やア

ドバイスは，即，選択肢となる可能性があることを念頭に関わること

が肝要であろう。また，安梅（2004）は，意味づけができることがセ

ルフ・エンパワーメン卜に必要なことであると述べている。つまり，

揺 らぎをおこす出産教育者の信念として抽出されたく個々の出産へ

の価値づけ＞は，セルフ・エンパワーメントに重要な働きかけと裏づ

けられた。

今回の対象となった出産教育者の語りの中から，出産教育者たちは自

分 が 行 っ ているクラスがエンパワーメン卜と言えるかどうかに悩んでい

ることが伺われた。それは，出産の選択肢が限られていること，無事に

元気な子を出産するということが妊婦の願いであるといった現実的な問

題か ら 派 生していると推察された。この傾向は，特にエンパワーメン卜

の理解に自信がない出産教育者に見受けられた。妊娠中にどのように過

ごすか，どれくらい出産にむけて準備するか，そのプロセスの大切さ

(Lederman,1996)は多くの出産教育者が感じていることであろう。

そして，どんな出産にも価値はあるということに妊婦自身が気づけるよ

うに支援することの大切さが示唆された。

Ⅵ、本研究の限界と今後の課題

本研究は，限られた対象から得た結果であり，今後対象数を増やし，

検討を続ける必要がある。また，今回抽出されたエンパワーメン卜は，

出産教育者の視点からとらえたエンパワーメントである。今後，参加

者自身が感じているエンパワーメントをさらに探求し，出産教育者が

的確にエンパワーメン卜を捉え ているかについて検討する必要があ

る。また，参加者やクラスメンバーの関係性ならびに出産教育者の特
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徴によって現れるエンパワーメントの違いの有無についても検討し

ていくことが必要と考える。それがひいてはエンパワーメン卜の指標

と し ての妥当性につながるであろう。

Ⅶ、総括

1）出産教育者がとらえた出産クラスの中で参加者に生じているエ

ンパワーメントには，【メンバー問の交流と刺激】，【湧き上がる

感情】，【思考の活性化】，【周囲を巻き込みながら前進する】の4

カ テゴリーが抽出された。出産クラスの中で生じているエンパワ

ーメントをとらえる際には，サブカテゴリーの指標が活用しやす

いと示唆された。

2）出 産 ク ラ ス の 中 で 参 加者にエンパワーメントが起こるように，出

産教育者は【揺らぎをおこす】働きかけをしていた。その内容に

は，＜話しやすい場をつくる＞，＜感知する＞，＜投げかけて巻

き込む＞＜見守る＞＜少しの後押し＞＜個々の出産への価値づ

け＞の6つのサブカテゴリーが抽出された。
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調査にご協力いただいた施設の助産師の皆様，ならびに調査にご承
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表1辞書によるpowerの意味

control

political

energy

theabilityorrighttocontrolpeopleorevents

（人々や出来事をコントロールする能力や権利）

thepositionofhavingpoliticalcontrolofacountryorgovernment

（国や政治に関してコントロールすること）

energysuchaSelectricitythatcanbeusedtomakeamachine,car,e枕．

work

（機械や車を動かすための電気のようなエネルギー，労力）

right/authoritythelegalrightorauthoritytodosomethmg

（何かするための法律上の権利や権限）

strongcountryacountrythatisstrongandimportant,orhasalotofmilitarystrength

（強力で重要あるいは多くの軍事力がある国家）

innuence

strength

theabiliw的inmuencepeopleorgivethemsbonghelings

（人々に影響を与える能力，あるいは強い感情を与える能力）

thephysicalstrengthofsomethingsuchasanemlosion,animal,ornatural

hrce,orofa

person(爆発，動物，本来の力，人のような物理的・身体的強さ）

naturalabiliWanaturalorspecialab坦呼todosomething

（本来持っている能力あるいは何かするための特別な能力）

(ロングマン現代アメリカ英語辞典(英英辞典)（より）
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表4出産教育者がとらえた参加者のエンパワーメント

メンバー間の交流と刺激

沸き上がる感情

思考の活性化

周囲を巻き込みながら前進する

情報と体験の共有
仲間意識
個々の持てる力

安心感
関心の高まり
やる気の高まり
出産への期待・願望
自己効力感の高まり
self~esteemの高まり
感動する
児への愛着の高まり

自分のこととして意識化する
将来の生活や出産について考えだす
出産イメージの具体化とポジティブ化
目標や課題を見つけだす

well-beingな妊娠生活
対処行動
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表5参加者のエンパワーメントをうながす出産教育者の働きかけ

揺らぎをおこす話しやすい場をつくる対象の背景把握
参加予定者をつなげる
参加者を尊重する
自身をオープンにする

感知する

投げかけて巻き込む

見守る

少しの後押し

々の出直
ゆ

吉子ざ'十・

参加者の反応を感知する
タイミングを感知する

話題テーマを投げかけてまわす
体感してもらう
情報・知識を提供する
参加者と自分を巻き込む

聞き上手になる

ありのまま受け止める

選択肢の助言
自己効力感を高める

ロ由
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調査協力のお願い

この度私は､出産教育を行っているケア提供者の方々が参加者にエンパワーメントが生じている様

子をどのようにとらえているのか､またケア提供者は参力賭にエンパワーメントが生じるようにどのよ

うに対応しているのかについて明らかにしたいと考えました。

この調査は、平成16-17年度文部科学省科学研究費の研究助成を受けて行っておりますが、調

査の結果は、出産準備をされる女性に対して、よりよい支援をするための出産準備クラスの企画・

運営に活用させていただきたいと思いますも調査結果の公表についてはプライバシーをお守りいた

しますbお忙しい中申し訳ありませんが、何とぞご協力の程よろしくお願いいたしま-すも

＜調査の概要＞

面接調査をさせていただき、出産準備クラスの参力賭の様子について感じたこと、考えたこと、

対応とその理由などをお尋ねしますb振り返って、自由にお答えください

①面接は、あなたのご都合のよい時間や場所で、1～2回を予定していますb

②1回の面撰時間は、30分～1時間程度で九面接では、お話になりにくいことは、お話にな

らなくても結構ですb

③お話していただく内容を正確に理解するために、面接時にはテープ録音をさせていただきた

いと考えておりま式テープは､内容を記録し､調査修了時に破棄することをお約束します6

また、部分的にテープの録音避けてほしい際には、録音を中止することができますも

④面接の途中で面接をお止めになりたく･なった場合は、いつでも面接を中止することができま

すもそのことによって、あなたが不利益を被ることのないことをお約束しますb

⑤本調査への協力をお断りになった場合でも、ケア提供者や施設との関係におきまして、刀琢I」

益を被ることはありませんので、ご安心くださし＄

⑥万が一、面接中に不快な思いや、心身の疲労を持たれた場合には、いつでも面接を中止する

ことができま･する

⑦面接の途中で調査者から不快な思いをさせられた場合、また調査への参加が困難になった場

合は、遠慮なくその旨をお伝えくださしも

⑧調査結果をまとめる過程で、あなたは話した内容をすべて確認することができま式また、

専門の学会等に公表する場合は、あなたに関する資料はすべて匿名とし、個人が特定されな

いように細心の注意を払いま-す可。

⑨調査の内容に同意をされ、ご協力くださる場合には、別紙にご署名をお願いいたします6

⑩この調査に関して、ご質問や不明な点がありましたら、下記までお問い合わせくださしも

研究者：金沢大学医学系研癖斗保健学専臓瀞卜学領域亀田報

連絡先：〒920.0942石ｿ||県金沢市小立野5-11.80電話：076.265-2576
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